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授業概要  

この授業は初めて中国語を勉強するものを対象とし、中国語の発音・声調から基礎文型と初歩的な会話を学

ぶ。授業は前半６週間において発音・声調を集中的に習い、後半は名詞文、形容詞文、動詞文を中心に基礎文

法を修得しつつ、初歩的な会話練習を繰り返すことによって、発音・声調と基礎文型の習熟度を高めていく。 

 

授業計画  

 

第 1 回 声調と母音：漢語の四声、単母音 

第 2 回 複合母音：二重母音、三重母音、母音の変化 

第 3 回 子音：有気子音と無気子音、巻舌音その他の子音 

第 4 回 鼻母音：前鼻母音ｎ、後鼻母音ｎｇ 

第 5 回 声調変化、音節構造、発音及び表記規則 

第 6 回 人称代名詞、判断文、疑問語気助詞 

第 7 回 判断文の復習と会話練習 

第 8 回 指示代名詞、動詞文、疑問詞 

第 9 回 動詞文の復習と会話練習 

第 10 回 場所代名詞、存在文、方位詞 

第 11 回 存在文の復習と会話練習 

第 12 回 形容詞文、連詞「的」、反復疑問文 

第 13 回 形容詞文の復習と会話練習 

第 14 回 数量詞、数量詞文、数量疑問詞 

第 15 回 数量詞文の復習と会話練習 

第 16 回 総まとめ及びテスト 
 

到達目標  

中国語の音節、声調を正しく発音し、初級入門レベルの基礎文法に基づく会話力を身につけるよう目指す。 

 

履修上の注意  

 語学の学習は連続と練習が大切である。中国語Ⅰは履修者に必ず毎回出席して声を出して練習することに

励み、その結果を楽しむことを求める。 

 

予習復習  

 語学の学習は予習と復習が大切である。履修者にはテキストの予習と復習を求める。 

 

評価方法  

出席率と授業中の口頭練習と期末試験によって総合的に評価する。 

 

 

テキスト  

張志晶等『基礎中国語文』（三恵社） 

 

 

 

 



 

中国語Ⅰ(初級) 白愛仙 

 

授業概要  

 

発音訓練を中心に、中国語の聞く・話す・読む・書くという総合的な基礎力を高めていく。具体的には、

ピンインを正しく読む力と聞き取る力の養成に重点を置き、発音訓練を強化し、中国語の基礎能力と会話

力をしっかり身につけていく。また、中国の文化を理解させることで、教養と思いやりがある国際的な人

材の育成を目指していく。 

 

授業計画  

 
第 1 回 第 1 課 発音(１) 挨拶言葉、声調と単母音 

第 2 回 第 2 課 発音(２) 挨拶言葉、声調と単母音復習、ドリル、複合母音 

第 3 回 第 3 課 発音(３) 挨拶言葉、複合母音復習、ドリル、子音 

第 4 回 第 4 課 発音(４) 挨拶言葉、鼻音を伴う母音復習、ドリル、発音のルール 

第 5 回 発音の総合訓練、小テスト 

第 6 回 第 5 課 本 文 （ 出 迎え る ） 、 単 語 、 ポ イ ン ト： ① 姓 の 言 い 方  ② 名 前 の 言 い方  ③ 人 称 代 名 詞 

第 7 回 第 5 課のドリル、復習、小テスト 

第 8 回 第 6 課 本文（歓迎パーティ）、単語、ポイント：①動詞“是” ②助詞“的” 

第 9 回 第 6 課のドリル、復習、小テスト 

第10回 第 7 課 本文（ タクシ ーに 乗る ）、単 語、 ポイン ト： ①動詞 文の基 本語順  ② 連動 文  

第11回 第 7 課のドリル、復習、小テスト 

第12回 第 8 課 本文（宿泊する）、単語、ポイント：①助動詞“想” ②動詞“有” 

第13回 第 8 課のドリル、復習、小テスト 

第14回 第 9 課 本文（道をたずねる）、単語、ポイント：① 動詞“在”②前置詞“从”“往” 

第15回 第 9 課のドリル、復習、総合復習 

第16回 筆記テスト 
 

到達目標  

 

教科書の内容をしっかり理解し、身に着け、応用すること。暗記できるまで、本文を読み、文法を理解

し、会話力を高めること。 

 

履修上の注意  

 

予習復習  

 

ＣＤを反復して聞くこと、反復して発音練習をすること。 

 

評価方法  

 

出席率、授業中の態度、テストなど総合的に判断する。 

 

テキスト  

・教科書名：『しゃべっていいとも中国語』 

・著 者 名：陳淑梅・劉光赤 

・出版社名：朝日出版社 2010 年 
 

 

 


